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69 Maccoby and Jacklin 1974, pp.36-37. 著者たちはその時点までに , 社会的もしくは

非社会的な刺激に対する乳児の注目に見られる性差を発見した 13の実験を認め
た（そのうち 10の実験が論文として発表された）. 非社会的刺激にかんする 9つ
の実験のうち , 5つの実験では , 女児のほうが男児より対象を見つめる時間が長
かった . 残りの 4つの実験では男児のほうが女児より長く対象を見つめていた . 
そして社会的刺激を用いた 4つの実験のうち , 3つでは男児のほうが対象を長く
見つめ , 1つでは女児のほうが長く見つめた . Maccobyと Jacklinは次のように結
論した . 「視覚的な社会的刺激にかんする興味に , 男女による差はないという地味
な結果となった」

70 Brizendine 2006, p.15.
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72 Haviland and Malatesta 1981.
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74 4つの研究が , ブラゼルトン新生児行動評価を用いて性差を見つけようとした . 
Boatella-Costa et al.（2007）による研究ではその差が最大で , 男の子のほうがむず
かりやすいと報告している . Lundqvist and Sabel （2000）の報告では , むずかりや
すさに有意の差は見られなかったが , 女の子のほうが自分を慰める能力で高い得
点をあげた . だが他の 2つの研究は , どちらの評価についても性差を認めなかっ
た（Davis and Emory 1995; Canals et al. 2003）.

75 Davis and Emory 1995. ただしこの研究では , 実際の新生児の行動には何ら有意な
性差が認められなかった .

76 Haviland and Malatesta 1981.
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には顔のつくりの微妙な違いによるのかもしれない . 女児は男児より目が少し大
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りの男児の顔より面白いという印象を与えるのかもしれない . それで , 女児はよ
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81 Leeb 2004; Lavelli and Fogel 2002.
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85 Brizendine 2006, p.16.
86 McClure 2000.
87 Bachevalier et al. 1989; Hagger and Bachevalier 1991.
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違いを見つけられなかった（Baron-Cohen et al. 2001）.
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指標の相関関係を取り上げたいくつかの実験の梗概がある . 男の子と女の子を
一緒に分析した場合には , ほとんどの場合に有意な相関関係が見られた . だが男
女別のグループ内では , 大きな影響は見られなかった . いくつかの実験につい
て , 著者たちは自分たちの実験はこうした差を発見するには統計的に「不足だっ
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た」と述べているが , もっと規模の大きい母集団で検証するという解決策はとら
れなかった . 著者たちは , 胎児期のテストステロンと共感能力についてのある尺
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係は見られなかった（Lutchmaya et al. 2002b）.
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112 男児と女児では活動レベルが異なることから , この所見は間違いないと思われる

（Pomerleau et al. 1997）.
113 Karraker 1995.
114 DeCasper and Prescott 1984.
115 Quinn et al. 2002.
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脳の成熟）は , 胎児期のテストステロンのために後れると考えられる . また男の
子における出生後のテストステロンの個人差は , 胎内で同じような差があること
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129 Rogan and Ragan 2003; Schoeters et al. 2008.
130 最大の証拠は , ロチェスター大学の Shanna Swanらが行なったフタレートと男の

子のテストステロンのはたらきの関係にかんする研究である . Swanらは , 男の
赤ちゃんの肛門とペニスの間隔を測った（げっ歯類では ,アンドロゲン攪乱化学
物質への感応性のパラメーターになっている）. そして肛門からペニスまでの間
隔と , 妊娠中に母親が浴びたフタレートの量に相関関係があることを発見した . 
非常に刺激的な発見ではあるが , この研究は実際 , 乳児に有害な影響があるかど
うかという証拠は把握しておらず , そのため追試が必要であると指摘しておく
（Swan et al. 2005）.

131 Bucher 2008. 新生児期に医療手当てを受けて高レベルのＤＥＨＰに曝された子ど
もたちを追跡した研究では , その後の成長 , 内分泌機能 , 思春期の発達に有害な
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139 どの国の親も赤ちゃんに対して , 高い声でゆっくり歌うような語りかけをするが , 

それにはちゃんとした理由がある . Patricia Kuhlらは , こうした赤ちゃん言葉（赤
ちゃん向けの話し方）は , 大人どうしで話すときに用いているような普通の声の
高さや抑揚より , 赤ちゃんが言葉を学習するのに役立つことを証明した . この研
究は ,3つの国（アメリカ , スウェーデン , ロシア）の母親が , 赤ちゃん言葉を話
しているとき（自分の赤ちゃんに語りかけているとき）, 普段の声（大人に話し
かけているとき）に比べて , 異なる母音を強調していることを明らかにした . 母
親は , アーとかウーといった音の違いをことさら強調していた . これは , 赤ちゃ
んが発話を学習する際の優れた手本となる（Kuhl et al. 1997）. 概して男の子のほ
うが , 言語を習得する速度が遅いことを考えると , とくに男の子には , 親や養育
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者たちが , 面白く , 心を落ち着かせ , 手本となるスタイルで話しかけることが有
益になるだろう .
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145 Rosenfeld 1995.
146 Johnston et al. 2004.
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3　遊びを通じて学ぶ
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2 Servin et al. 1999.
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5 Serbin et al. 2001. ただし同様のイギリスの研究では（Campbell et al. 2000）, 9か

月になると , 男の子だけに有意な好みの差がわずかに表われた . 同じ月齢の女の
子が女の子向けのおもちゃを好んで見つめることはなく , 3か月ではおもちゃに
対する視覚上の好みに変化はなかった .
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差は見られなかった . こうしたおもちゃは , 乗り物やボールに比べて性的に中性

と言えそうだ .
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に強く制約されている事実の表われかもしれない . 反対に女の子は , 男の子のお
もちゃで遊んではいけないと止められる機会が少ないので , 遊びの選択にもっと
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31 Campbell et al. 2002.
32 Maccoby 1998, p.22.
33 Maccoby 1998, pp.98, 288.
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47 Connor 1989.
48 Carlsson-Paige and Levin 1999.
49 Leveroni and Berenbaum 1998.
50 Herman et al. 2003.
51 Blakemore 1992.
52 Blakemore 1990. 
53 Blakemore 1998.
54 Berk 1994.
55 McClure 2000.
56 Boyatzis et al. 1993.
57 Fenson et al. 1994.
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いった標的に物を当てる技に優れている（Kimura 2000, pp.35-38）.
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104 Kagan et al. 1987.
105 Maccoby and Jacklin 1974, pp. 182-90. ただし , 女の子は男の子よりおそれや不安

の感情を認めるようだが , 観察や生理学による研究からはこうした感情の存在に
明らかな性差は見られない .

106 Chen et al. 1998.
107 Mondschein et al. 2000. 第 2章も参照 .
108 Morrongiello and Dawber 2000.
109 Potegal and Archer 2004; Morrongiello and Dawber 2000.
110  Chen et al. 1998.
111 Rowling 2005, pp.389-96.
112 Lippa 2002, pp.21-22
113 Herdt and McClintock 2000.
114 McClintock and Herdt 1996.
115 Ankarberg and Norjavaara 1999.
116 Richter 2006.
117 Halpern et al. 1997, 1998.
118 Halpern et al. 1993.
119 Archer 2006.

120 Finkelstein et al. 1998.
121 Schwab et al. 2001.
122 Finkelstein et al. 1997.
123 Susman et al. 1998.
124 Lieben et al. 2002.
125 Graber and Petersen 1991.
126 Giedd et al. 1996. この論文で Gieddは脳について次のような結論を下してい

る .「思春期のころに成熟が著しく進むという仮説は支持できない」
127 Lenroot et al. 2007.
128 Swabb and Hofman 1988.
129 Chung et al. 2002.
130 Giedd et al. 1996.
131 Cooke et al. 1999.
132 Hamann 2005.
133 Abdelgadir et al. 1999.
134 Finkelstein et al. 1998.
135 Graber and Sontag 2006.
136 Jaffee and Hyde 2000.
137 Pollack 1998, p. 299.
138 Lippa 2002, p. 145.
139 Huesmann et al. 2003.
140 American Psychological Association, Task Force on the Sexualization of Girls （2007）.

8　真の調和を求めて
1 http://nces.ed.gov/programs/digest/d06/tables/dt06_104.asp.
2 ニューヨーク市立大学クイーンズ校 , Andrew Beveridgeの調査による . 引用元

Roberts 2007.
3 引用元 Rimer 2005.
4 Pell Instituteと National Center for Education Statisticsのデータによる . 『ワシン

トンポスト』紙にも掲載されている . http://www.washingtonpost.com/wp-srv/
education/daily/graphics/gender_062502.html.

5 Sininger et al. 1998.
6 （傍注に対する注）Liberman 2006b and 2008. 引用は Sax 2005, p.18より .
7 聴覚系の性差について広範な調査を行なっているテキサス大学の Dennis 

McFaddenは私に次のようなメールを送ってきた .「聞こえ方のわずかな性差のた
めに , 男女別学制を主張するなんてまったく寝ぼけた話だ」

8 Leonard Sax（2005, pp.19-22）は , 男の子と女の子では網膜に根本的な性差がある
ため ,異なる色を好むと主張する . だが David Hilbert（2006）は , Saxの主張が色
覚異常に近いラットのデータをもとにしたものであることを指摘する . Hilbertに
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よれば , ヒトから得られた唯一のデータによると , 網膜の細胞の 2つのタイプ（Ｍ
細胞とＰ細胞）から入って来る情報に性差がないことがわかっており , Saxの「男
の子は黒や灰や銀といった色を好む . Ｍ細胞がそのようにできているからだ」と
いう主張と矛盾する .

9 Tyre 2005.
10 Elmlinger et al. 2005.
11 Flachaire et al. 1990.
12 Fries et al. 2005.
13 Halpern 1997; Hyde and Linn 2006.
14 ¦ompson and Ungerleider 2004.
15 Harker 2000.
16 Marsh and Rowe 1996.
17 Salomone 2003, p.239.
18 U.S. Department of Education（米国教育省）, Office of Planning, Evaluation and 

Policy Development 2005.
19 Smithers and Robinson 2006.
20 Kaminer 1998.
21 Schemo 2006.
22 Salomone, 2003, pp.218-19; Smithers and Robinson 2006.
23 Datnow et al. 2001.
24 Schemo 2006.
25 Salomone 2003, p.235.
26 Spielhofer et al（2004）は , 男女別学教育によって女の子の学業に対する興味が向

上するが , 男の子には同様の効果がないことを発見した . 米国教育省（Office of 
Planning, Evaluation and Policy Development 2005）は , 女の子にはごくわずかなが
らこうした効果があることを認めたものの , 男の子には認めなかった .

27 Babcock and Laschever （2007, p.101）が引用した研究によると , 女性の就職希望者
が全体の 25％かそれ未満の場合では , ＭＢＡ取得者の女性に対する評価は低くな
り , 女性は女性というステレオタイプで評価される傾向が強まる . 同様に , ステ
レオタイプ脅威にかんする研究では , 学生は自分が周囲の集団ほど期待されてい
ない少数派に属していると自覚すると , 実際に成績が下がることが判明した .

28 Haag 2000.
29 Dee 2005.
30 Marsh and Rowe（1996, p. 153）はオーストラリアの学校にかんする分析で「男の

子と女の子は男女混合クラスで , 男女別のクラスにいるとき以上に自分たちの先
入観と向き合わざるを得なくなったとき , 男女平等の方向へと態度を改めた」と
述べている .

31 Han and Northoff 2008.
32 ある研究者がちらりと触れていたが , 性格特性の性差は , 発展し自由な文化ほど

大きくなるようだ（Schmitt et al. 2008）.
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